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令和４年度 フードバレーとかち人材育成事業 事業報告書（概要版） 

１．事業経緯 

本事業は、平成１９年度～２３年度に実施した「地域再生人材創出拠点の形成『十勝アグリバイオ産業

創出のための人材育成』」の実績を引き継ぎ、平成２４年度より、帯広市・帯広畜産大学の共同事業とし

て実施している。その目的は、チャレンジ精神等を持って、企業経営、異業種参入、起業化等の地域の経

済発展に寄与する「リーダーシップ」を発揮する人材を育成することであり、十勝管内の産学官金の各機

関によって組織された運営委員会が事業を運営している。 

 令和４年度は、マネジメントコース、食品安全管理コース、農業生産者コース、農業経営者コースの４

つのコースと特別講習を実施した。一部の講習会は、会場での参加と Zoom による２本立ての開催とし

た。 

 

① 事業運営体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②研修コースの概要 

コース 概 要 

マネジメントコース 

新事業へのチャレンジや企業活動の効率化、競争力向上に必要な基礎的・応用的知識を習得

することを目的として、基礎編「持続可能な社会実現に向けた地域・組織運営を学ぶ・実習」

及び応用編「企業戦略・実習」の２つのプログラムを実施 

食品安全管理コース 
食品衛生管理に関する知識及び実技を習得することを目的として、「食品有害微生物講習（初

級）」を実施 

農業生産者コース 
農業者、支援団体、農業関連企業のニーズに合わせて開講 

GAP（農業生産の工程管理）に関するセミナーを実施 

農業経営者コース 
農畜産業における法人化に伴う事業承継、労務管理等の課題解決に向けて、事例を通したセ

ミナーを実施 

特別講演・講習 
食・農畜産業に関する最新の話題や技術を紹介するとともに、本事業における取り組みや成

果等を周知することを目的として、広く一般市民を対象としたセミナー・実習等を実施 

修了生フォローアップ 研修終了後に、修了生の事業化や課題解決の支援 

運営委員会 

事務局 

構成 
十勝管内の産学官金機関： 

（帯広市、帯広畜産大学、十勝総合振興局、とかち財団、帯広商工会議所、 

 北海道中小企業家同友会とかち支部、帯広信用金庫、北洋銀行、 

北海道銀行、北陸銀行、農業･食品産業技術総合研究機構、畜産試験場、 

十勝農業試験場、家畜改良センター） 

役割 
本事業の目標と推進体制の策定・ 管理及び進捗状況と成果の評価、管理を行う 

構成 
帯広市、帯広畜産大学、とかち財団、北海道中小企業家同友会とかち支部 
役割 
受講生募集・選考、カリキュラム作成、事業運営、予算管理、実施計画ほか 
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２．事業実績 

コース・講習名 実施期間 実施時間 受講料 
募集 

定員 
受講者数 

内社会人 
修了者数 

内社会人 

内学生 内学生 

マネジメントコース 

 

持続可能な社会実現に向けた 

地域・組織運営を学ぶ 

R4.6.21～ 

R4.8.9 
2.5 時間×8 講 20,000 円 10 名 19 名 

  9 名 
16 名 

 7 名 

 10 名 9 名 

企業戦略 
R4.10.4～ 

R4.11.29 
3 時間×8 講 20,000 円 10 名  9 名 

  3 名 
 8 名 

 2 名 

  6 名  6 名 

食品安全管理コース 

 食品有害微生物講習（初級） 
R5.3.7～ 

R5.3.9 
7 時間×3 日 20,000 円 10 名 10 名 

 9 名 
10 名 

 9 名 

 1 名  1 名 

農業生産者コース  

 

GAP セミナー 第 1 回 

｢GAP 概論｣｢GAP 事例紹介｣ 
R5.1.16 4.5 時間 無料 30 名  8 名 

   8 名 
 － － 

 － 

GAP セミナー 第 2 回 

｢総合的病害虫管理｣ 
R5.1.19 4.5 時間   5,000 円 30 名  4 名 

  4 名 
 ４名 

 4 名 

－ － 

GAP セミナー 第 3 回 

｢HACCP 構築手法～畜産編～｣ 

R5.1.24～ 

R5.1.25 
6.5 時間×2 日 20,000 円 10 名  1 名 

  1 名 
 1 名 

 1 名 

－ － 

農業経営者コース 

 

農業経営者セミナー 第 1 回 

講師 畠山 尚史 氏 
R4.10.12 1.5 時間  3,000 円 40 名 

16 名 

 ( 3 名)* 

 16 名 

全 5 回参

加者を修

了認定と 

する。 

(該当者なし) 

 

－ 

農業経営者セミナー 第 2 回 

講師 外﨑 裕康 氏 
R4.10.19 1.5 時間  3,000 円 40 名 

23 名 

 ( 3 名)* 

 23 名 

－ 

農業経営者セミナー 第 3 回 

講師 岩本 博幸 

   小田 治義 氏 

R4.10.28 2.5 時間  3,000 円 40 名 
28 名 

 ( 3 名)* 

28 名 

－ 

農業経営者セミナー 第 4 回 

講師 西田 武弘 

   宮竹 史仁 

R4.11.2 2.5 時間  3,000 円 40 名 
35 名 

 ( 3 名)* 

35 名 

－ 

農業経営者セミナー 第 5 回 

講師 藤井雄一郎 氏 
R4.11.9 1.5 時間  3,000 円 40 名 

26 名 

 ( 3 名)* 

 26 名 

－ 

特別講習 

 

AI 活用セミナー 

（アドバンス実習編） 
R5.2.13 2.5 時間 無料 30 名 18 名 

 17 名 
－ 

1 名 

AI 活用セミナー 

（アドバンス実習編第 2 弾） 
R5.3.16 3 時間 無料 30 名 11 名 

 11 名 
－ 

－ 

ビジネスシーンでの RESAS の 

活用 
R5.2.24 2 時間 無料 50 名 

27 名 

 ( 3 名)* 

 26 名 
－ 

 1 名 

報告会 

  令和 4 年度 報告会 R5.3.17 1 時間 － －  3 名 
3 名 

－ 
－ 

合 計 238 名 
 219 名 

39 名 
23 名 

  19 名 16 名 

                      *（ ）内の人数は帯広畜産大学・帯広市関係者及び事務局関係者の受講者数 

 

修了生フォローアップ 

 令和 4 年度修了生（他） 個別対応 ３件相談を受け、対応中 
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帯広市 43%

幕別町 10%
士幌町 6%

厚岸町 5%

清水町 4%

札幌市 4%

芽室町 3%

新得町 3%

中札内村 3%

上富良野町 3%

更別村 2%

深川市 2%

浜頓別町 2%

道外 1% その他 9%

67%

87%

90%

50%

100%

64%

60%

62%

67%

67%

33%

13%

10%

50%

36%

40%

38%

22%

33%

11%

マネジメントコース

（基礎編） 9名

マネジメントコース

（応用編） 4名

食品安全管理コース

（初級） 10名

農業生産者コース

（IPM） 4名

農業生産者コース

（HACCP） 1名

農業経営者コース

（第1回）11名

農業経営者コース

（第2回） 5名

農業経営者コース

（第3回） 8名

農業経営者コース

（第4回） 9名

農業経営者コース

（第5回） 6名

大変満足 概ね満足 やや不満 大変不満

３．有料講習の分析 

・受講参加企業・団体：52 

       参加企業・団体の住所              参加企業・団体の業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊延べ人数で算出 

 

資料１．有料講習アンケート結果 

・各コースの満足度（対象者：有料講習受講者 回答者数：コース名に併記） 

  

農業 41%

製造業 11%卸売業 2%金融業 2%

飲食サービス業 2%

教育 15%

複合サービス

事業 3%

公務 7%

学生 10%

その他 7%
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資料２．修了生の活動状況（新聞記事より抜粋） 

＜事例１＞有限会社南製菓 南 将太（令和３年度修了生） 

・十勝産落花生生産者グループ「メムロピーナッツ」と南製菓が連携し、新商品「ピーナツ甘納豆」を商

品開発した。芽室町観光物産協会などで販売が決まっており、今後、管内外に販路を広げたい考え。 

 

＜事例２＞有限会社トヨニシファーム 小倉 広樹（平成２４年度修了生） 

・トヨニシファームのブランド牛を具材にした「十勝豊西牛 牛焼肉おにぎり」をセブイレブン・ジャパ

ンの道内全１００２店舗で販売する。豊西牛は自社牧場で、通常より長い２０カ月肥育したホルスタ

イン牛。おにぎりにはバラ肉などを使用し、自社で熟成発酵する黒ニンニクを使ったタレで味付けし

ている。 

 

＜事例３＞元陸別町地域おこし協力隊 種を育てる研究所（タネラボ） 

日向 優（令和２年度修了生） 日向美紀枝（令和元年度修了生） 

・薬用植物のトウキやキバナオウギ、エキナセアなどの花や葉の収穫作業が行われている。約２０種類の

ハーブを栽培し、ハーブティや薬膳茶などに加工して販売するほか、連携企業と商品開発を進めてい

る。 

 

＜事例４＞ありがとう牧場 本間 幸雄（十勝アグリバイオ産業創出のための人材育成事業平成２０年

度修了生）（平成２６年度修了生） 

・英国の国際品評会「ワールドチーズアワード２０２２」において、しあわせチーズ工房のチーズ「幸」

がスーパー金賞を受賞した。 

・１２月１７日に、足寄町の「はたらくものづくり村かってば」で、しあわせチーズ工房と石田めん羊牧

場が連携し、一日限定で「羊＆チーズバル」を開催した。 

 

＜事例５＞前田農産食品合資会社 前田 茂雄（平成２８年度修了生） 

・１１月９日に前田農産食品が新設した「北海道十勝ポップコーンファクトリー」が完成した。新工場で

は、約２倍の生産能力を見込んでいる。 

・前田農産食品においてポップコーン向けトウモロコシの収穫時期を迎え、本別中学校の３年生４２人

が収穫を体験した。同社では、食育などを目的に毎年開催している。 

・第５２回日本農業賞の「食の架け橋の部」で、前田農産食品が奨励賞を受賞した。 

 

＜事例６＞晴 café 影山 善美（平成２８年度修了生） 

・十勝産大豆を主原料にした焼き菓子「とかち SOY ナッツ」を新たに開発し、販売を始めた。1 袋（４

０g）当たり、シールド乳酸菌２５０億個配合、道産てんさい糖由来のオリゴ糖も加えた。 
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＜事例７＞株式会社ミートピア 鈴木 勝治（令和２年度修了生） 

・ミートピアの販売する家庭用ジンギスカンが、氷温協会の認定する「氷温食品」に承認された。ミート

ピアの真空氷温熟成は、食品がぎりぎり凍らない温度で熟成し、うまみ成分を増やすことができる。 

 

＜事例８＞元浦幌町地域おこし協力隊 株式会社 ciokay 森 健太（平成２９年度修了生） 

・自社栽培したハマナスなどを素材に、マスクの下の肌に優しいスキンケア商品を開発している。商品

は、新商品の「朝摘みローションミスト」、化粧水、乳液、美容液、ハンドクリーム、洗顔せっけんの

全６種類。 

・浦幌町内在住の 2 名と合同会社 Ofuroto（オフロト）の代表社員となり、令和 5 年 4 月から留真温泉

の指定管理を担う。施設内のコテージの予約をオンライン化するなど、施設の情報発信を開始してい

る。 

 

＜事例９＞株式会社満寿屋商店 大川原 典宏（令和 4 年度修了生） 

・満寿屋商店麦音店において、土日祝日限定のイベント「麦音の冬遊びパーク」を初めて開く。特設アイ

スリンクでのカーリングや、帯広市中心部を巡る「馬車 BAR」の「コマちゃんの馬そり Cafe」を実施

する。パンを炭火であぶって食べる「パンベキュー」の体験コーナーなどを予定している。 

 

資料３．会議開催状況 

運営委員会 

第 1 回 令和４年６月１日（水）（書面会議） 

 １．議事 

議案第１号 令和３年度事業報告（案）について 

議案第２号 令和４年度共同研究事業計画書（案）について 

 

事務局会議 

第 1 回 令和４年４月１３日（水） 

 議題：１．令和３年度事業報告書について 

    ２．令和４年度年間予定について 

    ３．ビジネスコース「地域産業活性化に向けた経営論」募集要項について 

 

第２回 令和４年７月２２日（金） 

 議題：１．マネジメントコース「企業戦略」の受講生募集について 

    ２．農業経営者コース「農業経営者セミナー」の実施について 

 

第３回 令和４年１１月２５日（金） 
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 議題：１．農業生産者コース「GAP セミナー」の実施について 

    ２．特別講習「AI 活用セミナー」の実施について 

 

第４回 令和５年１月２４日（火） 

 議題：１．特別講習「ビジネスシーンでの RESAS の活用」の実施要領について 

    ２．食品安全管理コース「食品有害微生物講習（初級）」の募集要項について 

 

第５回 令和５年２月２７日（月） 

 議題：１．特別講習「AI 活用セミナー（アドバンス実習編第２弾）」の実施について 

    ２．令和４年度報告会の開催について 

 

第 6 回 令和５年３月２２日（水） 

 議題：１．令和４年度事業報告書（概要版）について 

    ２．令和５年度共同事業計画書について 

 

資料４．報道状況 

◇人材育成事業新聞等掲載記事 

広報おびひろ 令和４年５月号    「マネジメントコース受講生募集案内」 

十勝毎日新聞 令和４年１０月８日  「農業経営や SDGs テーマ 帯畜大と市人材育成セミナー」  

 

◇修了生新聞掲載記事 

十勝毎日新聞 令和４年４月５日   「芽室産落花生で甘納豆」 

十勝毎日新聞 令和４年４月２２日  「豊西牛で焼肉おにぎりいかが」 

北海道新聞  令和４年８月３０日  「桃色鮮やか香るハーブ エキナセア収穫」 

北海道新聞  令和４年１１月６日  「英国で国際品評会 十勝初スーパー金賞」 

十勝毎日新聞 令和４年１１月１０日 「ポップコーン新工場完成 生産能力２倍観光利用も」 

十勝毎日新聞 令和４年１１月３０日 「十勝産大豆でナッツ」 

十勝毎日新聞 令和４年１２月４日  「ミートピアのジンギスカン 氷温食品に認定」 

十勝毎日新聞 令和５年１月１日   「スキンケア十勝素材に注目」 

十勝毎日新聞 令和５年１月１日   「留真温泉に新たな風」 

北海道新聞  令和５年１月１１日  「カーリング、馬そり１４日から体験催し 満寿屋商店」 

十勝毎日新聞 令和５年２月２日   「前田農産（本別）に奨励賞 ポップコーンで雇用創出」 

北海道新聞  令和５年３月１日   「陸別の薬用植物ジンに タネラボ月内にも発売」 


